
電子
で ん し

工作
こ う さ く

で 
 たたいて 光

ひ か

る 
エコ楽器

が っ き

を 作
つ く

ろう 
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気
き

をつけて ほしいこと 
 
●ケガや ヤケドをしないように、させないように、気

き

をつけよう 
 

 道具
ど う ぐ

や材 料
ざいりょう

の中
なか

には、するどいものも とがったものもあります。 
まちがった 使

つか

いかたをすると、ケガをしてしまう ことがあります。 
道具
ど う ぐ

や材 料
ざいりょう

をもって、走
はし

り回ったり、ふり回
まわ

したりすると、まわり
の人にも ケガをさせてしまう こともあります。気

き

をつけましょう。 
 

 グルーガン（接着剤
せっちゃくざい

）や はんだごての先
さき

は、とても熱
あつ

くなって
います。グルーガンで接 着

せっちゃく

したところや、はんだごてではんだづけ
したところも、冷

さ

めるまでの 間
あいだ

、とても熱
あつ

くなっています。 
さわると ヤケドをしてしまいます。気

き

をつけましょう。 
 
●なくしものを しないように、気

き

をつけよう 
 

 使
つか

った道具
ど う ぐ

は、もとの場所
ば し ょ

に もどしましょう。 
作
つく

りかけの材 料
ざいりょう

は、箱
はこ

の中
なか

に 入
い

れておきましょう。 
 
●わからないことは、スタッフに聞

き

いてね 
 

 みなさんのまわりには、⻘
あお

い T
ティー

シャツを着
き

たスタッフがいます。 
わからないことがあったら、聞

き

いてみましょう。 
 

 いっしょに来
き

てくれたご家族
か ぞ く

やお友達
ともだち

と相談
そうだん

や 協 ⼒
きょうりょく

し合
あ

うのも
良
よ

いですね。お 話
はなし

が聞
き

こえなくなってしまうので、大
おお

きな声
こえ

をたく
さん出

だ

すのは止
や

めましょう。「すごいな！」「楽
たの

しいな！」と思
おも

った時
とき

は、大
おお

きな声
こえ

は少
すこ

しだけにしましょうね。 



それでは はじまめしょう！ 
 
① 光

ひかり

ファイバの はたらきを たしかめよう 
 

 みなさんの前
まえ

にある、透明
とうめい

のひもが 光
ひかり

ファイバです。 
⻑
なが

さは 約
やく

333 c m
センチメートル

あります。 
 

 光
ひかり

ファイバは、一方
いっぽう

から入
はい

った 光
ひかり

を、もう一方
いっぽう

へ伝
つた

えるはたら
きがあります。このはたらきを、たしかめてみましょう。 
 

 光
ひかり

ファイバの一方
いっぽう

を、明
あか

るいところ（窓
まど

 の 外
そと

や 照 明
しょうめい

など）に
向
む

けます。もう一方
いっぽう

を、暗
くら

いところ（テーブルの下
した

や 手
て

で「グー」
を作

つく

った中
なか

など）で⾒
み

てみましょう（あまり目
め

を近
ちか

づけないように
しましょう）。 
 
② 光

ひかり

ファイバを 必要
ひつよう

な⻑さ
な が さ

と 本数
ほんすう

に 切
き

ろう 
 

 光
ひかり

ファイバを はさみで切
き

ります。⻑
なが

さは約
やく

11 c m
センチメートル

で、30本
ぽん

 
切
き

りましょう。少
すこ

し⻑
なが

いものや、少
すこ

し 短
みじか

いものが まざっていても
だいじょうぶです。でも、少

すこ

し⻑
なが

いものが たくさんあると、たりな
くなってしまいます。少

すこ

し 短
みじか

いものが たくさんあると、あまって
しまいます。工夫

く ふ う

しながら、ちょうど良
よ

く 切
き

りましょう。 
 

これくらいの⻑
なが

さ（約
やく

11 c m
センチメートル

） 

30本
ほん
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③ 光

ひかり

ファイバを たばねよう 
 

 まずビニールテープを、約
やく

8 c m
センチメートル

で、2枚
まい

 切
き

っておきます。 
切
き

ったテープは、箱
はこ

のふちに ちょっとだけはっておきましょう。 
 

 光
ひかり

ファイバを、15本
ほん

 取
と

って、一方
いっぽう

をそろえて、テープをまいて
たばねます。もう一方

いっぽう

が いろいろな方向
ほうこう

を向
む

くように、1本
ほん

ずつ回
まわ

します。引
ひ

っぱるとぬけてしまいますよ！ 
 

 
 

 テープをまいたところの、光
ひかり

ファイバのすきまに、⻘
あお

い接着剤
せっちゃくざい

を
少
すこ

しだけつけます。固
かた

まるまでそっとおいておきましょう。 
 

 

 残
のこ

った 光
ひかり

ファイバ 15本
ほん

も、同
おな

じようにたばねましょう。 
 



 
④ ペットボトルに アルミテープを はりつけよう 
 

 用意
よ う い

してくれた 2本
ほん

のペットボトルに、アルミテープを はって
いきます。アルミテープの表 面

ひょうめん

には、電気
で ん き

が良
よ

く流
なが

れます。2本
ほん

の
ペットボトルの アルミテープをはった部分

ぶ ぶ ん

どおしをくっつけると、
そこにも電気

で ん き

が流
なが

れます。これを スイッチとして 利用
り よ う

します。 
くっつけると スイッチオン、はなすと スイッチオフになるのです。 
 

 最初
さいしょ

に アルミテープのはりかたを 考
かんが

えましょう。ペットボトル
の 真

ま

ん中
なか

あたりでも 良
よ

いですし（写真
しゃしん

の左 側
ひだりがわ

）、底の方でも良
よ

い
でしょう（写真

しゃしん

の右側
みぎがわ

）。どのあたりが たたいてくっつけやすいか
考

かんが

えてみてください。 
 

 
 

また、パンチで穴
あな

をあけたり、はさみで ギザギザのような 模様
も よ う

を 
入
い

れても 楽
たの

しそうです。でも あまりたくさんの 穴
あな

を あけたり、 
小
ちい

さく 切
き

ってしまうと、スイッチとして はたらきづらく なります
ので、気

き

をつけましょう。 
 

  



 
 はりかたは 決

き

まりましたか？決
き

まったら、アルミテープを必要
ひつよう

な
⻑
なが

さに切
き

りましょう。ペットボトルに ぐるっとひと巻
ま

きしますので、
裏紙
うらがみ

をつけたまま、巻
ま

いて⻑
なが

さをはかります。ひと巻
ま

きぶんの⻑
なが

さ
より、約

やく

2 c m
センチメートル

 ⻑
なが

く はさみで 切
き

りましょう。 ペットボトルが
2本

ほん

 ですので、アルミテープも 2枚
まい

 切
き

りましょう。 
 

 ペットボトルに はる前
まえ

に、クリップを 取
と

りつけます。一方
いっぽう

には 
赤
あか

い 電線
でんせん

の ついたクリップを、もう 一方
いっぽう

には 白い 電線
でんせん

のついた
クリップを 取

と

りつけます。クリップと 電線
でんせん

は、あらかじめ はんだ
づけされています。はんだづけに チャレンジしてみたい人

ひと

は スタ
ッフに 相談

そうだん

してみてください。 
 

 アルミテープの裏紙
うらがみ

を、約
やく

2 c m
センチメートル

めくって、はさみで 切
き

り取
と

り
ます。切

き

りとった 裏紙
うらがみ

を、また はり合
あ

わせて、そこに クリップを 
アルミテープと 裏紙

うらがみ

を いっしょにはさんで 取
と

りつけます。 
 

 
 

 いよいよ ペットボトルに はりつけていきます。クリップをつけ
た 反対

はんたい

の側
がわ

から、裏紙
うらがみ

を 少しずつはがして はりつけていきます。
最後
さ い ご

に クリップのところの 裏紙
うらがみ

を、ゆっくりゆっくり 引
ひ

っぱって、
取
と

りのぞいて はり合
あ

わせます。 
 



 
⑤ 鈴

すず

を 取
と

りつけよう 
 

 2本
ほん

のペットボトルの 底
そこ

の部分
ぶ ぶ ん

に、鈴
すず

を取
と

りつけます。鈴
すず

はタイ
ラップ（プラスチックのベルト）で取

と

りつけます。タイラップを通
とお

す
ためには、ペットボトルには 2つの穴

あな

（さしこむ穴
あな

と、取りだす穴
あな

）
が必要

ひつよう

ですね。 
 

 ペットボトルの 底
そこ

の部分
ぶ ぶ ん

の、角
かど

のところが 穴
あな

をあけやすいし、
タイラップを通

とお

しやすいです。ピンバイス（手回
て ま わ

しドリル）で 2箇所
か し ょ

、
穴
あな

をあけます。ケガを しないように 気
き

をつけましょう。 
 
 

 
 

 タイラップを、鈴
すず

と 2つの穴
あな

に 通
とお

します。タイラップの 一方
いっぽう

の
穴
あな

に、もう一方
いっぽう

の 先端
せんたん

を通
とお

して 引
ひ

っぱって固定
こ て い

しましょう。あま
った先端

せんたん

は、はさみで切
き

っておきましょう。 
 

このあたりと このあたりです 



 
⑥ ⻑

なが

い電線
でんせん

を もらおう 
 

 2本
ほん

のペットボトルをつなぐ、電線
でんせん

をもらいに ⾏
い

きましょう。 
両手
りょうて

をいっぱいに広げた ⻑
なが

さがちょうど良
よ

いです。順 番
じゅんばん

を守
まも

って
ならんで、スタッフに切

き

ってもらいましょう。 
 
⑦ キャップに 穴

あな

をあけよう 
 

 2本
ほん

のペットボトルから、キャップを取
と

りはずしましょう。 
2個

こ

のキャップとも、2箇所
か し ょ

に穴
あな

をあけます。穴
あな

の場所
ば し ょ

は、下
した

の図
ず

の
通
とお

りです。このまま 重
かさ

ねても 良
よ

いですし、 はさみで 切
き

りとって
使っても良

よ

いでしょう。 
 
 
 
 
 × 印

しるし

に 合
あ

わせて、上
うえ

から ピンバイス（手回
て ま わ

しドリル）で 穴
あな

を
あけます。テーブルを傷

きず

つけないように、下には板
いた

を 置
お

きましょう。
ケガを しないように 気

き

をつけましょう。 
 
⑧ L E D

エルイーディー

を もらおう 
 

 L E D
エルイーディー

は、スタッフのところに あります。好
す

きな色
いろ

を 選
えら

んで、
2個

こ

を もらいましょう。同
おな

じ色
いろ

でも 良
よ

いですし、ちがう色
いろ

を 組
く

み
合
あ

わせても 楽しいですね。 L E D
エルイーディー

をもらう時
とき

は、2本
ほん

のリード線
せん

（銀色
ぎんいろ

の針⾦
はりがね

）のところを 持
も

って、やさしく抜
ぬ

き取
と

ってください。 
 



 
⑨ L E D

エルイーディー

の しくみを ⾒
み

てみよう 
 

 もらってきた L E D
エルイーディー

を よーく ⾒
み

てみてください。透明
とうめい

の プラ
スチックの部分

ぶ ぶ ん

が、 L E D
エルイーディー

です。 L E D
エルイーディー

の中には、半導体
はんどうたい

と呼
よ

ば
れる 特別

とくべつ

な 材 料
ざいりょう

が 入
はい

っています。 この中
なか

を 流
なが

れる時
とき

、 電気
で ん き

は 
とても不思議

ふ し ぎ

な動
うご

きをして、いっしょに 光
ひかり

を出
だ

します。 光
ひかり

の性質
せいしつ

（ 光
ひかり

の波⻑
はちょう

）は、材 料
ざいりょう

によって 変
か

わります。 私
わたし

たちの 目
め

には、
色
いろ

のちがいとして ⾒
み

えています。色
いろ

がちがって⾒
み

えるのは、 光
ひかり

の
性質
せいしつ

（ 光
ひかり

の波⻑
はちょう

）が ちがうからです。 光
ひかり

の性質
せいしつ

（ 光
ひかり

の波⻑
はちょう

）が
ちがうのは、 L E D

エルイーディー

の材 料
ざいりょう

が ちがうからです。 
 

 あと2種類
しゅるい

の部品が、くっついているのを ⾒
み

つけられますか？ 
 

 小
ちい

さな小
ちい

さな ひょうたんのような 形
かたち

をした 部品
ぶ ひ ん

は、抵抗器
て い こ う き

と
呼
よ

ばれています。電気
で ん き

の流
なが

れる 量
りょう

を、調 節
ちょうせつ

してくれる 役割
やくわり

があり
ます。 L E D

エルイーディー

にとって、大切
たいせつ

な 部品
ぶ ひ ん

です。 
 

 大
おお

きなまるい 筒型
つつがた

の部品
ぶ ひ ん

は、コンデンサと呼
よ

ばれています。 
少
すこ

しの 間
あいだ

だけ、電気
で ん き

をたくわえてくれる 役割
やくわり

があります。 
役割
やくわり

は 充電池
じゅうでんち

と にていますが、中
なか

のしくみは 別
べつ

のものです。 
さきほど、L E D

エルイーディー

を抜
ぬ

き取
と

った時
とき

、すぐには消
き

えずに、ゆっくりと
消
き

えていったのをおぼえていますか？ちょっとおもしろいでしょ？ 
 

 2本
ほん

の リード線
せん

（銀色
ぎんいろ

の針⾦
はりがね

）が まがっていたら、 まっすぐに 
のばしておいてください。引

ひ

っぱったり 乱暴
らんぼう

に しないでね。 
 



 
⑩ L E D

エルイーディー

を ペットボトルに 取
と

りつけよう 
 

 キャップの内側
うちがわ

から、L E D
エルイーディー

のリード線
せん

（銀色
ぎんいろ

の針⾦
はりがね

）を、2箇所
か し ょ

の穴
あな

に通
とお

します。出
で

てきたリード線
せん

は、折
お

りまげてキャップにぴっ
たりはわせてください。 
 

 2箇所
か し ょ

の穴
あな

には、すきまがあって、 L E D
エルイーディー

はぐらぐらしています
よね？ 穴

あな

のすきまには、グルーガン（接着剤
せっちゃくざい

）をたっぷり流
なが

しこ
みます。 冷

さ

めたら しっかり 固まります。ヤケドを しないように 
気
き

をつけましょう。 
 

 ⿊
くろ

いチューブを 約
やく

4 c m
センチメートル

で、 2本
ほん

 切
き

りましょう。 L E D
エルイーディー

が
すっぽりかくれるまで 差

さ

しこみます。反対側
はんたいがわ

からは 光
ひかり

ファイバを
テープで たばねた 部分

ぶ ぶ ん

を、すっぽりかくれるまで 差
さ

しこみます。
⿊
くろ

いチューブに ドライヤーの温風
おんぷう

を 少
すこ

しずつあてると、チューブ
が ちぢんで ぴったり くっつきます。温風

おんぷう

を あてすぎると、光
ひかり

フ
ァイバが 溶

と

けて 失敗
しっぱい

してしまうので 気
き

をつけましょう。ヤケドを 
しないように 気

き

をつけましょう。⿊
くろ

いチューブの正 体
しょうたい

は、熱 収 縮
ねつしゅうしゅく

チューブと 呼
よ

ばれるものです。ペットボトルのまわりに ぴったり
ついているフィルムも、熱 収 縮

ねつしゅうしゅく

チューブです。今日
き ょ う

は取
と

ってきて
くれたかな？それともまだ付

つ

いているかな？ 
 

 光
ひかり

ファイバは ばらばらに広
ひろ

がっていて 大変
たいへん

ですが、ペットボト
ルの中

なか

に 入
い

れていきましょう。 上手
じょうず

な やり方
かた

を、 考
かんが

えながら、
工夫
く ふ う

 しながら、やってみてください。 全部
ぜ ん ぶ

 入
はい

ったら、キャップを 
しめましょう。 
 



 
⑪ 完成

かんせい

まで あと少
すこ

し！ 配線
はいせん

を しよう 
 

 用意
よ う い

してくれた 2本
ほん

 のペットボトルには、 いろいろなものが 
くっつきました。 
 

 1本
ぽん

には 赤
あか

い線
せん

と⿊
くろ

い線
せん

が 付
つ

いていますね。⿊
くろ

い線
せん

の先
さき

は ビニ
ールが 取

と

れています。この 部分
ぶ ぶ ん

と、L E D
エルイーディー

のリード線
せん

の 短
みじか

い方
ほう

を 接続
せつぞく

しましょう。圧 着
あっちゃく

スリーブ（⾦属
きんぞく

の筒
つつ

）の中
なか

で、2本
ほん

を重
かさ

ね
合
あ

わせて、圧 着
あっちゃく

工具
こ う ぐ

でつぶします。少
すこ

し 難
むずか

しいので、スタッフに
手伝
て つ だ

ってもらってください。 
 

 もう1本
ぽん

には 白
しろ

い線
せん

が 付
つ

いていますね。白
しろ

い線
せん

の先
さき

は ビニール
が取

と

れかけています。引
ひ

っぱって取
と

りましょう。この部分
ぶ ぶ ん

と、L E D
エルイーディー

のリード線
せん

の ⻑
なが

い方
ほう

を 接続
せつぞく

しましょう。 
 

 L E D
エルイーディー

のリード線
せん

が、それぞれ 1本
ぽん

ずつ、あまっていますね。
これらを ⻑

なが

い電線
でんせん

で 接続
せつぞく

しましょう。⻑
なが

い電線
でんせん

の 両 方
りょうほう

の先
さき

から、
ビニールを 約

やく

1 c m
センチメートル

、取
と

りのぞきます。ビニールを 取
と

りのぞく
には、ワイヤストリッパを使

つか

います。使
つか

い方
かた

は、スタッフに教
おし

えて
もらってください。 
 



 
⑫ ちゃんと光

ひか

るかな？ 電池
で ん ち

をつけて ためしてみよう 
 

 まだ 遊
あそ

べませんよ。 ぶらぶらした ままの 電線
でんせん

と 電池
で ん ち

は、強
つよ

く
引
ひ

っぱると すぐに 切
き

れて しまいます。 そっとやさしく あつかい
ましょう。電池

で ん ち

を 取
と

りつけて みましょう。 
 

          
 
 アルミテープを はった 部分

ぶ ぶ ん

 どおしを くっつけてみましょう。 
光
ひか

りましたか？ はなすと ふわっと 消
き

えますか？ うまくいかない
人
ひと

は スタッフに 相談
そうだん

してみてください。 
 
⑬ 電線

でんせん

と電池
で ん ち

を 固定
こ て い

しよう 
 

 ペットボトルの どこか 場所
ば し ょ

を 決
き

めて、 テープを巻
ま

いて 電池
で ん ち

を
固定
こ て い

しましょう。⻑
なが

い電線
でんせん

も、テープを巻
ま

いて固定
こ て い

します。この他
ほか

の
電線
でんせん

がぶらぶらしているところも、テープをはって固定
こ て い

しましょう。 
 
⑭ ついに完成

かんせい

！たたいて、鳴
な

らして、光
ひか

らせて遊
あそ

ぼう！！ 
 

 完成
かんせい

したら、上手
じょうず

で楽
たの

しい鳴
な

らし方
かた

を みんなでやってみましょう。
スタッフの説明

せつめい

を聞
き

いて、かっこう良
よ

い鳴
な

らし方
かた

を覚
おぼ

えましょう。 

大
おお

きいボタンと 
小
ちい

さいボタン 

合
あ

わせてパチン！ 

小
ちい

さいボタンと
大
おお

きいボタン
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